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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子から得られた画素データを利用して自動焦点調整を行うカメラ装置であって、
　前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、第１の画素範囲の画素
データを第１の転送時間で転送する第１の転送手段と、
　前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、前記第１の画素範囲よ
りも画素数の少ない第２の画素範囲の画素データを前記第１の転送時間よりも短い第２の
転送時間で転送する第２の転送手段と、
　前記第１の転送手段によって画素データを逐次転送させ、前記第１の転送手段によって
逐次転送される画素データに基づいて、被写体確認用の表示画面を逐次更新すると共に、
前記第１の転送手段によって逐次転送される画素データに基づいて前記自動焦点調整の動
作を行う第１の制御手段と、
　前記第２の転送手段によって画素データを逐次転送させ、前記第２の転送手段による画
素データの転送中は前記被写体確認用の表示画面の更新を中断すると共に、前記第２の転
送手段によって逐次転送される画素データに基づいて前記自動焦点調整の動作を行う第２
の制御手段と、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段の何れによって前記自動焦点調整の動作を実
行させるかを判定する制御判定手段とを備え、
　前記自動焦点調整の動作は、移動するフォーカスレンズが所定条件により決められた複
数の位置の各々に到達した際に画像データのコントラスト値を検出し、
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　前記制御判定手段は、
　前記自動焦点調整に伴う前記各位置間のフォーカスレンズの移動時間が、前記第１の転
送手段による転送時間または前記第２の転送手段による転送時間に応じて設定された第１
の所定時間よりも短いか否かを判定する移動時間判定手段を有し、
　前記移動時間判定手段によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも
短いと判定された場合には、前記第２の制御手段による動作を実行させ、前記移動時間判
定手段によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短くないと判定さ
れた場合には、前記第１の制御手段による動作を実行させることを特徴とするカメラ装置
。
【請求項２】
　前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、前記第１の画素範囲よ
りも画素数の多い第３の画素範囲の画素データを前記第１の転送時間よりも長い第３の転
送時間で転送する第３の転送手段と、
　前記自動焦点調整の動作が行われていない状態において、前記第３の転送手段によって
画素データを逐次転送させ、前記第３の転送手段によって逐次転送される画素データに基
づいて被写体確認用の表示画面を逐次更新することを特徴とする請求項１記載のカメラ装
置。
【請求項３】
　ズーム倍率を調整するズーム手段を有し、
　前記移動時間判定手段は、前記ズーム手段により調整されるズーム倍率に応じて変化す
る前記各位置間のフォーカスレンズの移動時間が、前記第１の転送手段による転送時間ま
たは前記第２の転送手段による転送時間に応じて設定された前記第２の所定時間よりも短
いか否かを判定することを特徴とする請求項１または２記載のカメラ装置。
【請求項４】
　前記所定条件は、所定のフォーカス精度を得るためのコントラスト値の検出間隔を基準
とした条件であることを特徴とする請求項３記載のカメラ装置。
【請求項５】
　前記制御判定手段は、
　前記撮像素子の露光時間を調整する露光時間調整手段と、
　前記露光時間調整手段によって調整される露光時間が第２の所定時間よりも短いか否か
を判定する露光時間判定手段とを具備し、
　前記露光時間判定手段により露光時間が前記第２の所定時間よりも長いと判定された場
合には、前記第１の制御手段による動作を実行させることを特徴とする請求項４記載のカ
メラ装置。
【請求項６】
　前記第１の制御手段による動作を行う第１の動作モードと、前記第２の制御手段による
動作を行う第２の動作モードと、前記第１の制御手段による動作と前記第２の制御手段に
よる動作とを自動選択する第３の動作モードとを、撮影者からの指示に応じて選択する選
択手段をさらに具備し、
　前記制御判定手段は、前記選択手段により前記第１の動作モードまたは前記第２の動作
モードが選択された場合には、前記移動時間判定手段および前記露光時間判定手段の判定
結果にかかわらず、撮影者が選択した動作モードに応じて前記第１または第２の制御手段
の何れかを選択することを特徴とする請求項５記載のカメラ装置。
【請求項７】
　撮像素子から得られた画素データを利用して自動焦点調整を行うカメラ装置の自動焦点
制御方法であって、
　前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、第１の画素範囲の画素
データを第１の転送時間で転送する第１の転送工程と、
　前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、前記第１の画素範囲よ
りも画素数の少ない第２の画素範囲の画素データを前記第１の転送時間よりも短い第２の
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転送時間で転送する第２の転送工程と、
　前記第１の転送工程によって画素データを逐次転送させ、前記第１の転送工程によって
逐次転送される画素データに基づいて、被写体確認用の表示画面を逐次更新すると共に、
前記第１の転送手段によって逐次転送される画素データに基づいて前記自動焦点調整の動
作を行う第１の制御工程と、
　前記第２の転送工程によって画素データを逐次転送させ、前記第２の転送工程による画
素データの転送中は前記被写体確認用の表示画面の更新を中断すると共に、前記第２の転
送工程によって逐次転送される画素データに基づいて前記自動焦点調整の動作を行う第２
の制御工程と、
　前記第１の制御工程と前記第２の制御工程の何れによって前記自動焦点調整の動作を行
うかを判定する制御判定工程とを備え、
　前記自動焦点調整の動作は、移動するフォーカスレンズが所定条件により決められた複
数の位置の各々に到達した際に画像データのコントラスト値を検出し、
　前記制御判定工程は、
　前記自動焦点調整に伴う前記各位置間のフォーカスレンズの移動時間が、前記第１の転
送工程による転送時間または前記第２の転送工程による転送時間に応じて設定された第１
の所定時間よりも短いか否かを判定する移動時間判定工程を有し、
前記移動時間判定工程によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短
いと判定された場合には、前記第２の制御工程による動作を実行させ、前記移動時間判定
工程によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短くないと判定され
た場合には、前記第１の制御工程による動作を実行させることを特徴とするカメラ装置の
自動焦点制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動焦点（オートフォーカス）機能が設けられたカメラ装置、同カメラ装置
の自動焦点制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、デジタルカメラでは自動焦点（オートフォーカス：ＡＦ）機能が設けられてお
り、例えば撮影者のシャッタボタンに対する半押し操作などに応じて、自動で被写体に対
してフォーカスを合わせることができる。ＡＦ機能の方式には、撮像素子（ＣＣＤ）から
得られた画素データを利用して自動焦点調整を行うコントラスト方式がある。
【０００３】
　コントラスト方式によるＡＦ処理では、被写体を撮影して得られる画素データに基づい
て、画像のコントラストを検出し、そのコントラスト値がピークを示すレンズ位置にフォ
ーカスレンズを移動させることで被写体に合焦させることができる。このコントラスト方
式は、被写体の画像がぼけた状態であると画像のコントラストが低く、被写体の画像が合
焦状態に近づくほどコントラスト値が上昇し、合焦状態となったところでコントラスト値
が最大になるという特徴を利用している。
【０００４】
　ＡＦ処理においては、フォーカスレンズを所定ピッチで駆動しながら、各レンズ位置に
おいて取得される画素データをもとにコントラスト値を検出し、コントラスト値がピーク
となった時のレンズ位置をフォーカスレンズの合焦位置として決定し、その合焦位置にフ
ォーカスレンズを移動させる制御処理が実行される。
【０００５】
　一般に、コントラスト方式のＡＦ処理は、ＣＣＤから得られる画素データの上下をカッ
トした中央部分のみを切り出して行う方法と、通常の画素データ全体を用いるスルー駆動
による方法とがある。
【０００６】
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　前者の方法の場合、ＡＦ処理中は全体の画素データのうち上下がカットされた不完全な
画像を取得するため、電子ファインダとしてのスルー画像（被写体確認用の表示画面）を
表示することができない。従って、ＡＦ動作中には表示を黒画面にしたり、あるいはＡＦ
動作開始前に取得された静止画像を表示し続けるようにしていた。この場合、画素データ
全体の一部を切り出して転送することにより、画素データの転送量を減らせるためにフレ
ームレートを上げることができ、高速なＡＦ処理を実現できるという利点がある。
【０００７】
　一方、後者の方法の場合、前者の方法とは異なり、スルー画像を表示しながらＡＦ処理
を実行可能であるという利点があるものの、画素データ全体を取得する必要があるためデ
ータ転送量が多く、フレームレートを上げることができず、ＡＦ処理に要する時間が前者
の方法の場合より長くなってしまう。
【０００８】
　従来では、ＡＦ制御の高速化を図り、かつＡＦ制御時のプレビュー表示を適正化するこ
とが可能な電子カメラが考えられている（特許文献１）。特許文献１に記載されたデジタ
ルカメラでは、ＣＣＤ撮像素子は、比較的多数の画素を読み出すドラフトモードと比較的
高速読出し可能な自動合焦モードとを切替可能とし、ＡＦ制御時には、自動合焦モードで
読み出した画像に基づいてＡＦ制御を行うことによってＡＦの高速化を図るとともに、自
動合焦モードで読み出される画像を利用して被写体の移動量（ベクトル）を検出し、その
移動量と自動合焦モードに移行する前にドラフトモードで読み出されていた画像とに基づ
いて表示用画像を生成し、当該表示用画像をＬＣＤなどに表示させる。
【特許文献１】特開２００４－２２１６５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このように従来では、高速にＡＦ処理を実行するためにはスルー画像を表示することが
できず、ＡＦ処理中においてもスルー画像を表示させるためにはＡＦ処理に要する時間が
長くなっていた。
【００１０】
　本発明の課題は、自動焦点調整を行う場合に、自動焦点調整に要する速度を優先した動
作と、被写体確認用の表示を優先した動作の何れかの動作を撮影時の状況に応じて柔軟に
選択することができるカメラ装置、カメラ装置の自動焦点制御方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１記載の発明は、撮像素子から得られた画素データを利用して自動焦点調整を行
うカメラ装置であって、前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、
第１の画素範囲の画素データを第１の転送時間で転送する第１の転送手段と、前記撮像素
子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、前記第１の画素範囲よりも画素数の
少ない第２の画素範囲の画素データを前記第１の転送時間よりも短い第２の転送時間で転
送する第２の転送手段と、前記第１の転送手段によって画素データを逐次転送させ、前記
第１の転送手段によって逐次転送される画素データに基づいて、被写体確認用の表示画面
を逐次更新すると共に、前記第１の転送手段によって逐次転送される画素データに基づい
て前記自動焦点調整の動作を行う第１の制御手段と、前記第２の転送手段によって画素デ
ータを逐次転送させ、前記第２の転送手段による画素データの転送中は前記被写体確認用
の表示画面の更新を中断すると共に、前記第２の転送手段によって逐次転送される画素デ
ータに基づいて前記自動焦点調整の動作を行う第２の制御手段と、前記第１の制御手段と
前記第２の制御手段の何れによって前記自動焦点調整の動作を実行させるかを判定する制
御判定手段とを備え、前記自動焦点調整の動作は、移動するフォーカスレンズが所定条件
により決められた複数の位置の各々に到達した際に画像データのコントラスト値を検出し
、前記制御判定手段は、前記自動焦点調整に伴う前記各位置間のフォーカスレンズの移動



(5) JP 4548156 B2 2010.9.22

10

20

30

40

50

時間が、前記第１の転送手段による転送時間または前記第２の転送手段による転送時間に
応じて設定された第１の所定時間よりも短いか否かを判定する移動時間判定手段を有し、
前記移動時間判定手段によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短
いと判定された場合には、前記第２の制御手段による動作を実行させ、前記移動時間判定
手段によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短くないと判定され
た場合には、前記第１の制御手段による動作を実行させることを特徴とする。
【００１２】
　請求項２記載の発明は、更に、前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データ
の中で、前記第１の画素範囲よりも画素数の多い第３の画素範囲の画素データを前記第１
の転送時間よりも長い第３の転送時間で転送する第３の転送手段と、前記自動焦点調整の
動作が行われていない状態において、前記第３の転送手段によって画素データを逐次転送
させ、前記第３の転送手段によって逐次転送される画素データに基づいて被写体確認用の
表示画面を逐次更新することを特徴とする。
【００１３】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の発明において、ズーム倍率を調整するズーム手
段を有し、前記移動時間判定手段は、前記ズーム手段により調整されるズーム倍率に応じ
て変化する前記各位置間のフォーカスレンズの移動時間が、前記第１の転送手段による転
送時間または前記第２の転送手段による転送時間に応じて設定された前記第２の所定時間
よりも短いか否かを判定することを特徴とする。
【００１４】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の発明において、前記所定条件は、所定のフォー
カス精度を得るためのコントラスト値の検出間隔を基準とした条件であることを特徴とす
る。
【００１５】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の発明において、前記制御判定手段は、前記撮像
素子の露光時間を調整する露光時間調整手段と、前記露光時間調整手段によって調整され
る露光時間が第２の所定時間よりも短いか否かを判定する露光時間判定手段とを具備し、
前記露光時間判定手段により露光時間が前記第２の所定時間よりも長いと判定された場合
には、前記第１の制御手段による動作を実行させることを特徴とする。
【００１６】
　請求項６記載の発明は、請求項５記載の発明において、前記第１の制御手段による動作
を行う第１の動作モードと、前記第２の制御手段による動作を行う第２の動作モードと、
前記第１の制御手段による動作と前記第２の制御手段による動作とを自動選択する第３の
動作モードとを、撮影者からの指示に応じて選択する選択手段をさらに具備し、前記制御
判定手段は、前記選択手段により前記第１の動作モードまたは前記第２の動作モードが選
択された場合には、前記移動時間判定手段および前記露光時間判定手段の判定結果にかか
わらず、撮影者が選択した動作モードに応じて前記第１または第２の制御手段の何れかを
選択することを特徴とする。
【００１７】
　請求項７記載の発明は、撮像素子から得られた画素データを利用して自動焦点調整を行
うカメラ装置の自動焦点制御方法であって、前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の
画素データの中で、第１の画素範囲の画素データを第１の転送時間で転送する第１の転送
工程と、前記撮像素子が被写体を露光して得た複数の画素データの中で、前記第１の画素
範囲よりも画素数の少ない第２の画素範囲の画素データを前記第１の転送時間よりも短い
第２の転送時間で転送する第２の転送工程と、前記第１の転送工程によって画素データを
逐次転送させ、前記第１の転送工程によって逐次転送される画素データに基づいて、被写
体確認用の表示画面を逐次更新すると共に、前記第１の転送手段によって逐次転送される
画素データに基づいて前記自動焦点調整の動作を行う第１の制御工程と、前記第２の転送
工程によって画素データを逐次転送させ、前記第２の転送工程による画素データの転送中
は前記被写体確認用の表示画面の更新を中断すると共に、前記第２の転送工程によって逐
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次転送される画素データに基づいて前記自動焦点調整の動作を行う第２の制御工程と、前
記第１の制御工程と前記第２の制御工程の何れによって前記自動焦点調整の動作を行うか
を判定する制御判定工程とを備え、前記自動焦点調整の動作は、移動するフォーカスレン
ズが所定条件により決められた複数の位置の各々に到達した際に画像データのコントラス
ト値を検出し、前記制御判定工程は、前記自動焦点調整に伴う前記各位置間のフォーカス
レンズの移動時間が、前記第１の転送工程による転送時間または前記第２の転送工程によ
る転送時間に応じて設定された第１の所定時間よりも短いか否かを判定する移動時間判定
工程を有し、前記移動時間判定工程によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定
時間よりも短いと判定された場合には、前記第２の制御工程による動作を実行させ、前記
移動時間判定工程によりフォーカスレンズの移動時間が前記第１の所定時間よりも短くな
いと判定された場合には、前記第１の制御工程による動作を実行させることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、自動焦点調整を行う場合に、自動焦点調整に要する時間の短縮を優先
した動作と、被写体確認用の表示を優先した動作とを実行可能とし、何れの動作を実行さ
せるかを、フォーカスレンズの移動時間など撮影状況に応じて判定することで、柔軟に撮
影状況に応じた動作を選択して実行させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００３１】
　図１は、本発明の実施の形態（第１実施形態、第２実施形態）におけるカメラ装置１の
詳細な構成を示すブロック図である。
【００３２】
　図１に示すカメラ装置１において、基本モードである撮影モードにおいては、レンズ光
学系に含まれるフォーカスレンズ８、ズームレンズ９、及び絞り１０が、制御部２５の制
御のもとでモータ駆動部１１により駆動されるモータにより、絞り位置や撮影に応じたレ
ンズ位置に移動される。
【００３３】
　レンズ光学系の撮影光軸後方に配置された撮像素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Dev
ice）１２は、タイミング発生器（ＴＧ）１３、垂直ドライバ１４によって走査駆動され
、一定周期毎に結像した光像に対応する光電変換出力を１画面分出力する。
【００３４】
　この光電変換出力は、アナログ値の信号の状態でＲＧＢの各原色成分毎に適宜ゲイン調
整された後に、サンプルホールド（Ｓ／Ｈ）回路１５でサンプルホールドされ、Ａ／Ｄ変
換器１６でデジタルデータに変換され、さらにカラープロセス回路１７で自動露出制御（
ＡＥ）や自動ホワイトバランス調整（ＡＷＢ）等の色補正制御処理、画素補間処理及びγ
補正処理を含むカラープロセス処理が行なわれて、デジタル値の輝度信号Ｙ及び色差信号
Ｃｂ，Ｃｒが生成され、ＤＭＡ（Direct Memory Access）コントローラ１８に出力される
。
【００３５】
　ＤＭＡコントローラ１８は、カラープロセス回路１７の出力する輝度信号Ｙ及び色差信
号Ｃｂ，Ｃｒを、同じくカラープロセス回路１７からの複合同期信号、メモリ書込みイネ
ーブル信号、及びクロック信号を用いて一度ＤＭＡコントローラ１８内部のバッファに書
込み、ＤＲＡＭインタフェース（Ｉ／Ｆ）２０を介してバッファメモリとして使用される
ＤＲＡＭ２１にＤＭＡ転送を行なう。
【００３６】
　制御部２５は、ＣＰＵと、該ＣＰＵで実行される各種動作プログラムやデータ等を固定
的に記録したＲＯＭ、及びワークメモリとして使用されるＲＡＭ等により構成され、この
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カメラ装置１全体の制御動作を司る。動作プログラムには、オートフォーカス（ＡＦ）を
制御するオートフォーカス制御プログラム、自動露出制御（ＡＥ）を制御する自動露出制
御プログラムなどが含まれる。
【００３７】
　制御部２５は、輝度及び色差信号のＤＲＡＭ２１へのＤＭＡ転送終了後に、この輝度及
び色差信号をＤＲＡＭインタフェース２０を介してＤＲＡＭ２１より読出し、ＶＲＡＭコ
ントローラ２６を介してＶＲＡＭ２７に書込む。
【００３８】
　デジタルビデオエンコーダ２８は、輝度及び色差信号をＶＲＡＭコントローラ２６を介
してＶＲＡＭ２７より定期的に読出し、これらのデータを元にビデオ信号を発生して表示
部２９に出力する。
【００３９】
　表示部２９は、撮影モード時にはモニタ表示部（電子ファインダ）として機能し、デジ
タルビデオエンコーダ２８からのビデオ信号に基づいた表示を行なうことで、その時点で
ＶＲＡＭコントローラ２６から取込んでいる画像情報に基づく画像（スルー画像）をリア
ルタイムに表示することになる。
【００４０】
　表示部２９にスルー画像がリアルタイムに表示されている表示状態で、静止画像を撮影
するタイミングでキー入力部３７のシャッタキーが操作されると、トリガ信号を発生する
。
【００４１】
　制御部２５は、このトリガ信号に応じてその時点でＣＣＤ１２の駆動を停止した後、自
動露出処理を実行して適正な露出値を得て、レンズ光学系の絞りとＣＣＤ１２の露光時間
を制御してあらためて撮像を実行させる。
【００４２】
　こうして新たに得られた１フレーム分の画像データがＤＲＡＭ２１にＤＭＡ転送されて
書込まれた後、制御部２５がＤＲＡＭ２１に書込まれている１フレーム分の画像データを
読出して画像処理部３０に書込む。画像処理部３０は、画像データに対して、ＪＰＥＧ（
Joint Photographic Experts Group）により画像データを符号化する。
【００４３】
　符号化された画像データは、カメラ装置１の記録媒体として着脱自在に装着されている
不揮発性のメモリカード３２、あるいはメモリカード３２が装着されていない場合は固定
的に内蔵されている不揮発性の内蔵メモリ３３に書き込まれる。
【００４４】
　そして、１フレーム分のメモリカード３２または内蔵メモリ３３への画像データの書込
み終了に伴なって、制御部２５は、ＣＣＤ１２からＤＲＡＭ２１を経由したスルー画像を
表示部２９においてモニタ表示させる駆動を再開する。
【００４５】
　また、制御部２５には、キー入力部３７、音声処理部４０、ストロボ駆動部４１が接続
される。
【００４６】
　キー入力部３７は、電源キー、シャッタキー、モード切り換えキー、メニューキー、選
択キー、及び十字キー（カーソルキー）等から構成され、それらのキー操作に伴なう信号
は直接制御部２５へ送出される。
【００４７】
　音声処理部４０は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、音声の録音時にはマイクロホン部
（ＭＩＣ）４２より入力された音声信号をデジタル化し、所定のデータファイル形式、例
えばＭＰ３（MPEG-1 Audio Layer-3）規格に従ってデータ圧縮して音声データファイルを
作成してメモリカード３２または内蔵メモリ３３へ送出する一方、音声の再生時にはメモ
リカード３２または内蔵メモリ３３から送られてきた音声データファイルの圧縮を解いて
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アナログ化し、スピーカ部（ＳＰ）４３を駆動して、拡声放音させる。
【００４８】
　さらに音声処理部４０は、制御部２５からの制御に基づいて、各種動作音、例えばシャ
ッタキーの操作に伴う擬似的なシャッタ音、他のキーの操作に伴うビープ音等も発生して
スピーカ部４３より拡声放音させる。
【００４９】
　ストロボ駆動部４１は、静止画像撮影時に図示しないストロボ用の大容量コンデンサを
充電した上で、制御部２５からの制御に基づいてストロボ発光部４５を閃光駆動する。
【００５０】
（第１実施形態）　
　第１実施形態では、被写体の明るさに応じた露光時間が短くても良い場合には、一部切
り出し駆動を行って高速にＡＦ処理を実行し、被写体の明るさに応じた露光時間が長く必
要な場合にはＡＦ処理全体に要する時間を短縮できないので、スルー駆動を行う。これに
より、高速にＡＦ処理が可能な撮影状況では高速にＡＦ処理を完了し、高速にＡＦ処理を
実行できない撮影状況ではスルー画像を表示することで被写体の動きに追従した画面を撮
影者に提供する。
【００５１】
　以下、第１実施形態において撮影状況の違いに応じて切り替えられる、ＣＣＤ１２から
のデータ転送の制御動作について説明する。
【００５２】
　図３は、スチル画像の撮影時のＣＣＤ１２からの画素データの転送制御動作を示してい
る。この場合、ＣＣＤ１２では、図３に示すように、５フィールドに分けて全画素データ
を転送するようになっている。ＣＣＤ１２は、図３に示すように、受光素子としてフォト
ダイオード５０がマトリクス配置されており、フォトダイオード５０間に縦列方向に複数
本の垂直ＣＣＤ５１が配置されている。垂直ＣＣＤ５１の端部には横列方向に１本の水平
ＣＣＤ５２が配置されている。フォトダイオード５０に蓄積された信号電荷は、垂直ドラ
イバ１４を介して供給されるタイミング発生器（ＴＧ）１３からのパルスに応じて垂直Ｃ
ＣＤ５１に読み出され、垂直ＣＣＤ５１内を水平ＣＣＤ５２の方向に転送される。垂直Ｃ
ＣＤ５１を転送された信号電荷は、水平ＣＣＤ５２に移送され、水平ＣＣＤ５２をアンプ
５３の方向に転送され、このアンプ５３を介して出力される。
【００５３】
　図４（ａ）（ｂ）は、通常のスルー画像を表示するための駆動である４／２０ライン読
み出しモード（水平加算無し）と、ＡＦ処理中に高速スルー画像を表示することのできる
４／２０ライン読み出しモード（水平加算有り）の動作を示している。
【００５４】
　図４（ｂ）に示すように、４／２０ライン読み出しモード（水平加算無し）では、水平
方向に１／５に間引かれ、水平ＣＣＤ５２内にて垂直２画素が加算されるため、ＣＣＤ１
２から出力されるデータ量は、図３に示すスチル画像撮影時の１／１０となる。従って、
３０ｆｐｓというフレーム速度にてデータ転送することが可能となる（第３の転送時間に
よる転送）。
【００５５】
　図４（ａ）に示すように、４／２０ライン読み出しモード（水平加算有り）では、水平
方向に１／５に間引かれ、水平ＣＣＤ５２内にて水平、垂直それぞれの２画素を加算し、
計４画素が加算されるため、ＣＣＤ１２から出カされるデータ量は、図３に示すスチル画
像撮影時の１／２０となる。従って、６０ｆｐｓという高速なフレーム速度にてデータ転
送することが可能となる（第１の転送時間による転送）。
【００５６】
　図５は、高速にＡＦ処理を実行するために使用される一部切り出し駆動の概念を示す図
である。一部切り出し駆動では、ＡＦ時のフォーカスエリアにかかるライン（切り出し領
域）の画素データのみを、例えば４／２０ライン読み出しモード（水平加算有り）により
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ＣＣＤ１２から取り出す。切り出し領域より画面下部の領域については高速掃き出し、切
り出し領域より画面上部の領域についてはフレームシフトにより電荷を基盤へ掃き出して
しまう駆動を行う。このため、ＣＣＤ１２より出力されるデータはフォーカスエリアのラ
インのみとすることがきるため、１２０ｆｐｓ以上の高速転送（第２の転送時間による転
送）を実現することができ、ＡＦ処理を高速に行うことが可能となる。
【００５７】
　本発明のカメラ装置１では、前述した各駆動方式（画素データの転送制御）を撮影状況
に応じて切り替えることで、ＡＦ処理を短時間で実行させるＡＦ速度優先あるいはスルー
画像の表示優先としたＡＦ処理を実行することができる。
【００５８】
　次に、第１実施形態におけるＡＦ処理動作について、図２に示すフローチャートを参照
しながら説明する。
【００５９】
　まず、キー入力部３７のシャッタキーが撮影者により操作され、半押し状態（ハーフシ
ャッタ）にされたことが検出されると（ステップＡ１）、制御部２５は、カラープロセス
回路１７において色補正処理を実行させて、自動露光（ＡＥ）、及び自動ホワイトバラン
ス調整（ＡＷＢ）の各実行値をロックして撮影に備える（ステップＡ２，Ａ３）。
【００６０】
　また、制御部２５は、現在のズームレンズ９の位置を示すズーム情報を取得して記憶す
ると共に（ステップＡ４）、このズーム情報をもとにして、ズーム倍率に応じたフォーカ
スレンズ８の移動時間を算出する（ステップＡ５）。
【００６１】
　本実施形態におけるカメラ装置１では、ＡＦ処理にコントラスト方式を用いている。コ
ントラスト方式によるＡＦ処理においては、フォーカスレンズ８を移動させながら所定条
件により決められた複数の位置、すなわちズーム倍率に応じたフォーカス精度を得るため
の所定ピッチ（検出間隔）の各レンズ位置に到達した際に取得される画素データをもとに
コントラスト値を検出し、コントラスト値がピークとなった時のレンズ位置をフォーカス
レンズ８の合焦位置として決定する。ここでは、ＡＦ処理において所定のフォーカス精度
で合焦位置を決定するために必要となるコントラスト値の検出間隔に対応するフォーカス
レンズ８の移動時間を算出する。例えば、フォーカス位置を５０ｃｍから無限大まで移動
させるのに要するフォーカスレンズ８の移動距離は、ズーム倍率が高いレンズ位置（Ｔｅ
ｌｅ端側）にあるほど長くなり、ズーム倍率が低いレンズ位置（Ｗｉｄｅ端側）にあるほ
ど短くなる。従って、ズーム倍率に応じたフォーカス精度を得るためのコントラスト値の
検出間隔に対応するフォーカスレンズ８の移動距離もズーム倍率が高いレンズ位置にある
ほど長く、ズーム倍率が低いレンズ位置にあるほど短くなるため、フォーカスレンズ８の
検出間隔に対応する移動時間もその分変化する。
【００６２】
　ここで、制御部２５は、ステップＡ２のＡＥロック処理においてロックした実行値であ
る露光時間と、予め設定された判定値（第１の所定時間）とを比較する。ここでは、一部
切出し駆動によりＣＣＤ１２から画素データを転送する場合の転送時間に応じて判定値を
設定するものとし、露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いか否かを判
定する（ステップＡ６）。
【００６３】
　図６（ａ）には、露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いと判定され
る場合の撮影状況を示し、図６（ｂ）には露光時間が短くないと判定される場合の撮影状
況を示している。
【００６４】
　図６（ａ）に示すように、露光時間が短い場合には、画素データの転送時間を短くする
ことで、ＡＦ処理開始から終了までのＡＦ処理全体に要する時間を短縮することができる
。従って、ＡＦ処理開始前ではスルー画像を表示するために水平加算無し全画素駆動によ
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り画素データを転送し、ＡＦ処理が開始されてからは、一部切出し駆動によりデータ転送
を実行するように駆動制御することでデータ量を減らしてデータ転送に要する時間を短縮
する。これにより、ＡＦ処理に要する時間を短縮することができる。
【００６５】
　一部切出し駆動によるデータ転送では、ＡＦ処理中にスルー画像を表示することができ
ないが、ＡＦ処理を終了するまでに要する時間が短いために、撮影者に対する操作上の問
題を生じない。
【００６６】
　一方、図６（ｂ）に示すように、露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より
短くない場合には、画素データの転送時間を短くしたとしても、ＡＦ処理開始から終了ま
でのＡＦ処理全体に要する時間を短縮することができない。従って、ＡＦ処理開始前では
スルー画像を表示するために水平加算無し全画素駆動により画素データを転送し、ＡＦ処
理が開始されてからもスルー画像の表示を継続するために、水平加算有り全画素駆動によ
りデータ転送を実行するように駆動制御する。水平加算有り全画素駆動とすることで、水
平加算無し全画素駆動の場合よりもデータ転送に要する時間を短縮することができる。
【００６７】
　水平加算有り全画素駆動によるデータ転送では、一部切出し駆動の場合よりもデータ転
送に時間を要するが、ＡＦ処理中にスルー画像の表示が常に更新されるために、ＡＦ処理
を終了するまでに時間を要したとしても、撮影者に対する操作上の問題を生じない。
【００６８】
　ここで、露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間よりも短くないと判定された
場合には（ステップＡ６、Ｎｏ）、制御部２５は、ＣＣＤ１２が水平加算有り全画素駆動
（図４（ａ）に示す４／２０ライン読み出しモード（水平加算有り））を開始するように
制御する（ステップＡ９）。
【００６９】
　そして、制御部２５は、ＡＦ処理を開始して、ＣＣＤ１２に対するＡＦ用スキャン処理
を開始させる（ステップＡ１０）。ここでは、コントラスト方式によるＡＦ処理において
は、フォーカスレンズ８を所定ピッチで駆動しながら、各レンズ位置において取得される
画素データをもとにコントラスト値を検出し、コントラスト値がピークとなった時のレン
ズ位置をフォーカスレンズ８の合焦位置として検出する。
【００７０】
　このＡＦ処理中では、水平加算有り全画素駆動によるデータ転送が実行されるため、図
６（ｂ）に示すように、各レンズ位置で取得される画素データをもとにＶＲＡＭ２７を更
新して、継続してスルー画像を表示部２９において表示させる。
【００７１】
　こうして、コントラスト方式によるＡＦ処理が完了すると（ステップＡ１１、Ｙｅｓ）
、制御部２５は、ＣＣＤ１２が水平加算無し全画素駆動（図４（ｂ）に示す４／２０ライ
ン読み出しモード（水平加算無し））を開始するように制御する（ステップＡ１２）。す
なわち、通常のスルー画像が常に表示されるようにする。
【００７２】
　一方、露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間よりも短いと判定された場合（
ステップＡ６、Ｙｅｓ）、制御部２５は、さらにステップＡ５において算出したズーム倍
率に応じたフォーカスレンズ８の移動時間と、予め設定された判定値（第２の所定時間）
とを比較する。ここでは、露光時間に対する判定値と同様にして、一部切出し駆動により
ＣＣＤ１２から画素データを転送する場合の転送時間に応じて判定値を設定し、レンズ移
動時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いか否かを判定する（ステップＡ７
）。
【００７３】
　図７（ａ）には、レンズ移動時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いと判
定される場合の撮影状況を示し、図７（ｂ）にはレンズ移動時間が短くないと判定される
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場合の撮影状況を示している。なお、図７（ａ）（ｂ）は、レンズ移動時間の違いによる
ＡＦ処理全体に要する時間の違いを概念的に表すもので、図中の露光、転送、レンズ移動
の時間は実際の物理的な時間を表していないものとする。
【００７４】
　レンズ移動時間が短い場合には、図７（ａ）に示すように、画素データの転送時間を短
くすることで、ＡＦ処理開始から終了までのＡＦ処理全体に要する時間を短縮することが
できる。従って、ＡＦ処理開始前ではスルー画像を表示するために水平加算無し全画素駆
動により画素データを転送し、ＡＦ処理が開始されてからは、一部切出し駆動によりデー
タ転送を実行するように駆動制御することでデータ量を減らしてデータ転送に要する時間
を短縮する。これにより、ＡＦ処理全体に要する時間を短縮することができる。
【００７５】
　一部切出し駆動によるデータ転送では、ＡＦ処理中にスルー画像を表示することができ
ないが、ＡＦ処理を終了するまでに要する時間が短いために、撮影者に対する操作上の問
題を生じない。
【００７６】
　一方、レンズ移動時間が短くない場合には、画素データの転送時間を短くしたとしても
、ＡＦ処理開始から終了までのＡＦ処理全体に要する時間を短縮することができない。従
って、図７（ｂ）に示すように、ＡＦ処理開始前ではスルー画像を表示するために水平加
算無し全画素駆動により画素データを転送し、ＡＦ処理が開始されてからもスルー画像の
表示を継続するために、水平加算有り全画素駆動によりデータ転送を実行するように駆動
制御する。水平加算有り全画素駆動とすることで、水平加算無し全画素駆動の場合よりも
データ転送に要する時間を短縮することができる。
【００７７】
　水平加算有り全画素駆動によるデータ転送では、一部切出し駆動の場合よりもデータ転
送に時間を要するが、ＡＦ処理中にスルー画像の表示が常に更新されるために、ＡＦ処理
を終了するまでに時間を要したとしても、撮影者に対する操作上の問題を生じない。
【００７８】
　ここで、レンズ移動時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間よりも短くないと判定
された場合には（ステップＡ７、Ｎｏ）、制御部２５は、図７（ｂ）に示すように、ＣＣ
Ｄ１２が水平加算有り全画素駆動（図４（ａ）に示す４／２０ライン読み出しモード（水
平加算有り））を開始するように制御する（ステップＡ９）。
【００７９】
　そして、制御部２５は、ＡＦ処理を開始して、ＣＣＤ１２に対するＡＦ用スキャン処理
を開始させる（ステップＡ１０）。ここでは、コントラスト方式によるＡＦ処理において
は、フォーカスレンズ８を所定ピッチで駆動しながら、各レンズ位置において取得される
画素データをもとにコントラスト値を検出し、コントラスト値がピークとなった時のレン
ズ位置をフォーカスレンズ８の合焦位置として検出する。
【００８０】
　このＡＦ処理中では、水平加算有り全画素駆動によるデータ転送が実行されるため、図
７（ｂ）に示すように、各レンズ位置で取得される画素データをもとにＶＲＡＭ２７を更
新して、継続してスルー画像を表示部２９において表示させる。
【００８１】
　一方、レンズ移動時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間よりも短いと判定された
場合（ステップＡ７、Ｙｅｓ）、制御部２５は、ＣＣＤ１２が一部切出し駆動を開始する
ように制御する（ステップＡ８）。
【００８２】
　そして、制御部２５は、前述と同様にし、コントラスト方式によるＡＦ処理を開始して
、ＣＣＤ１２に対するＡＦ用スキャン処理を開始させる（ステップＡ１０）。
【００８３】
　そして、コントラスト方式によるＡＦ処理が完了すると（ステップＡ１１、Ｙｅｓ）、
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制御部２５は、ＣＣＤ１２が水平加算無し全画素駆動（図４（ｂ）に示す４／２０ライン
読み出しモード（水平加算無し））を開始するように制御する（ステップＡ１２）。すな
わち、通常のスルー画像が常に表示されるようにする。
【００８４】
　このようにして、第１実施形態では、コントラスト方式を用いたＡＦ処理により焦点調
整を行う場合に、ＡＦ処理（自動焦点調整）に要する時間を優先した動作、すなわち一部
切出し駆動によるデータ転送を行う制御と、被写体確認用のスルー画像の表示を優先した
動作、すなわち水平加算有り全画素駆動によるデータ転送を行う制御とを実行可能とし、
何れの動作を実行させるかを、露光時間、ズーム倍率に応じたフォーカスレンズの移動時
間など撮影状況に応じて判定することで、柔軟に撮影状況に応じた動作を選択して実行さ
せることができる。
【００８５】
　なお、前述した説明では、露光時間と判定値（一部切出し駆動によるデータ転送時間）
との比較による判定と、ズーム倍率に応じたレンズ移動時間と転送時間との比較による判
定とを組み合わせているが、何れか一方の判定を実行し、その判定結果に応じて、一部切
出し駆動（ステップＡ８）または水平加算有り全画素駆動（ステップＡ９）を切り替える
ようにしても良い。
【００８６】
　また、前述した説明では、露光時間とレンズ移動時間に対する判定値を、一部切出し駆
動によりＣＣＤ１２から画素データを転送する場合の転送時間としているが、コントラス
ト値の検出間隔に対して露光時間の占める割合を判定すればよいので、水平加算有り全画
素駆動による画素データのデータ転送時間（第１の転送時間）に応じて設定するようにし
ても良い。
【００８７】
（第２実施形態）
　第１実施形態では、カメラ装置１が露光時間及びズーム倍率に応じたレンズ移動時間に
基づいて、ＡＦ処理中のデータ転送の駆動制御を一部切出し駆動とするか水平加算有り全
画素駆動の切り替えを自動で行っているが、第２実施形態では、撮影者が駆動制御の切り
替えの判定に用いる判定値、及びＡＦ処理の速度を優先する動作とスルー画像の表示を優
先する動作の何れを実行させるかを示すモード（以下、ＡＦ表示モードと称する）を設定
できるようにする。
【００８８】
　まず、第２実施形態における判定値またはＡＦ表示モードを設定するための設定処理に
ついて、図８に示すフローチャートを参照しながら説明する。
【００８９】
　はじめに、キー入力部３７のメニューキーの操作により表示されたメニュー中から設定
処理の実行が指示されると、制御部２５は、設定処理を開始して、判定値設定画面を表示
部２９の画面に表示させると共に、ＡＦ処理動作中のＣＣＤ１２の駆動制御の切り替え判
定に用いる判定値（例えば、一部切出し駆動によるデータ転送時間）を予め決められたデ
フォルト値に設定する（ステップＢ１）。
【００９０】
　図９（ａ）には、判定値設定用画面の一例を示している。図９（ａ）に示すように、判
定値設定用画面には、露光時間及びレンズ移動時間に対する判定値あるいはＡＦ表示モー
ドの何れの設定を実行するかを選択できる項目が設けられている。
【００９１】
　ここで、判定値設定用画面から判定値の変更要求が、撮影者のキー入力部３７に対する
操作により入力されると（ステップＢ２、Ｙｅｓ）、制御部２５は、判定値設定用画面を
表示部２９の画面に表示させる（ステップＢ３）。
【００９２】
　図９（ｂ）には、判定値設定用画面の一例を示している。図９（ｂ）に示すように、判
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定値設定用画面には、露光時間及びレンズ移動時間に対する判定値を入力するための入力
欄が設けられている。
【００９３】
　ここで、撮影者がキー入力部３７に対する操作によって、任意に判定値を入力すること
ができる。ここでは、例えば数字を入力するためのソフトウェアキーボード（テンキー）
を表示し、このキーボード中の数字をカーソルキーの操作などによって指定することで数
値を直接入力したり、予め用意されている判定値として設定可能な選択肢を一覧表示して
、この選択肢から何れかを指定することにより入力することができる。
【００９４】
　こうして、判定値が入力されると、制御部２５は、新たに入力された判定値によって先
に設定されているデフォルトの判定値を変更して記憶しておく（ステップＢ５）。
【００９５】
　一方、判定値設定用画面からＡＦ表示モードの変更要求が、撮影者のキー入力部３７に
対する操作により入力されると（ステップＢ６、Ｙｅｓ）、制御部２５は、モード設定用
画面を表示部２９の画面に表示させる（ステップＢ７）。
【００９６】
　図９（ｃ）には、モード設定用画面の一例を示している。図９（ｃ）に示すように、モ
ード設定用画面には、「自動」「ＡＦ速度優先」「表示優先」の選択項目が設けられてい
る。「自動」は、判定値と露光時間及びレンズ移動時間との比較により撮影状況を判別し
て自動でＣＣＤ１２の駆動方式を変更する動作モード（第１実施形態と同様の動作）、「
ＡＦ速度優先」は、ＡＦ処理の速度を優先する動作モード、「表示優先」は、スルー画像
の表示を優先する動作モードを指定するための項目である。
【００９７】
　ここで、撮影者がキー入力部３７（カーソルキー）に対する操作によって、何れかの項
目を任意に指定することができる。
【００９８】
　こうして、何れかの項目が選択され動作モードが指定されると（ステップＢ８）、制御
部２５は、新たに指定されたモードに変更して記憶しておく（ステップＢ９）。
【００９９】
　こうして、判定値及びＡＦ表示モードを撮影者が予め任意に設定しておくことができる
。ここで、設定処理の終了が指示される（ステップＢ１０）、制御部２５は、設定処理動
作を終了する。
【０１００】
　なお、前述した判定値の設定では、露光時間及びレンズ移動時間に対する判定値を共通
するものとしているが、それぞれ個別に設定できるようにしても良い。
【０１０１】
　次に、第２実施形態におけるＡＦ処理動作について、図１０に示すフローチャートを参
照しながら説明する。第２実施形態のＡＦ処理動作では、前述した設定処理による設定に
応じて処理を実行する。なお、図１０に示すフローチャートのステップＣ１～Ｃ５、ステ
ップＣ９～Ｃ１３については、第１実施形態の説明で用いた図２に示すフローチャートの
ステップＡ１～Ａ５、ステップＡ８～Ａ１２にそれぞれ対応し、同様の処理を実行するも
のとして説明を省略する。
【０１０２】
　制御部２５は、シャッタキーの半押し状態（ハーフシャッタ）の検出に応じて一連の処
理を実行し（ステップＣ１～Ｃ５）、設定処理によって予め設定されているＡＦ表示モー
ドを判別する（ステップＣ６）。
【０１０３】
　ここで、「ＡＦ速度優先」の動作モードが設定されている場合、撮影者はスルー画像の
表示よりもＡＦ処理に要する時間の短縮を所望しているため、ＣＣＤ１２が一部切出し駆
動を開始するように制御する（ステップＣ９）。以下の動作については第１実施形態と同
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じであるので説明を省略する。
【０１０４】
　また、「表示優先」の動作モードが設定されている場合、撮影者はＡＦ処理に時間を要
したとしてもスルー画像の表示を所望しているため、ＣＣＤ１２が水平加算有り全画素駆
動（図４（ａ）に示す４／２０ライン読み出しモード（水平加算有り））を開始するよう
に制御する（ステップＣ１０）。以下の動作については第１実施形態と同じであるので説
明を省略する。
【０１０５】
　また、「自動」の動作モードが設定されている場合、制御部２５は、設定処理において
設定された判定値を用いて、第１実施形態と同様にして、露光時間及びレンズ移動時間に
対する判定を実行し、その判定結果に応じて一部切出し駆動、あるいは水平加算有り全画
素駆動によるデータ転送が実行されるように制御する（ステップＣ７，Ｃ８）。以下の動
作については第１実施形態と同じであるので説明を省略する。
【０１０６】
　このようにして、第２実施形態では、設定処理により撮影者が設定したＡＦ表示モード
、すなわちＡＦ処理を短時間で実行させることができる「ＡＦ速度優先」、あるいはＡＦ
処理中であっても常にスルー画像を表示させることができる「表示優先」に応じて制御を
切り替えることができる。従って、撮影者が所望する操作性を提供することができる。
【０１０７】
　なお、本発明は、前述した各実施形態において説明したカメラ装置１に限定されるもの
ではなく、撮影機能を有した携帯電話機、時計、ＰＤＡ（personal digital assistant）
、静止画撮像機能付きビデオカメラ、カメラ付きパーソナルコンピュータ等、ＡＦ機能付
きの撮像装置を搭載した装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の実施の形態（第１実施形態、第２実施形態）におけるカメラ装置１の詳
細な構成を示すブロック図。
【図２】第１実施形態におけるＡＦ処理動作について説明するためのフローチャート。
【図３】スチル画像の撮影時のＣＣＤ１２からの画素データの転送制御動作を示す図。
【図４】通常のスルー画像を表示するための駆動である４／２０ライン読み出しモード（
水平加算無し）と、ＡＦ処理中に高速スルー画像を表示することのできる４／２０ライン
読み出しモード（水平加算有り）の動作を示す図。
【図５】高速にＡＦ処理を実行するために使用される一部切り出し駆動の概念を示す図。
【図６】露光時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いと判定される場合と露
光時間が短くないと判定される場合の撮影状況を説明するための図。
【図７】レンズ移動時間が一部切出し駆動によるデータ転送時間より短いと判定される場
合とレンズ移動時間が短くないと判定される場合の撮影状況を説明するための図。
【図８】第２実施形態における判定値またはＡＦ表示モードを設定するための設定処理に
ついて説明するためのフローチャート。
【図９】第２実施形態における設定処理中の表示画面例を示す図。
【図１０】第２実施形態におけるＡＦ処理動作について説明するためのフローチャート。
【符号の説明】
【０１０９】
　１…カメラ装置、８…フォーカスレンズ、９…ズームレンズ、１０…絞り、１１…モー
タ駆動部、１２…ＣＣＤ、１３…タイミング発生器（ＴＧ）、１４…垂直ドライバ、１５
…サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）、１６…Ａ／Ｄ変換器、１７…カラープロセス回路、
１８…ＤＭＡコントローラ、２０…ＤＲＡＭインタフェース（Ｉ／Ｆ）、２１…ＤＲＡＭ
、２５…制御部、２６…ＶＲＡＭコントローラ、２７…ＶＲＡＭ、２８…デジタルビデオ
エンコーダ、２９…表示部、３０…画像処理部、３２…メモリカード、３３…内蔵メモリ
、３７…キー入力部、４０…音声処理部、４１…ストロボ駆動部、４２…マイクロホン部
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（ＭＩＣ）、４３…スピーカ部（ＳＰ）、４５…ストロボ発光部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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